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研究成果の概要（和文）：本研究ではニューカレドニア地域の２８の先住民語のなかでも特に

危機的状況にあるティンリン語とネク語について毎年の現地調査によるデータをもとに言語

の記述、分析、辞書の編纂を行った。本研究によって得られた知見はオセアニア言語国際学

会（2007, 2010）等で発表された他、学術論文や著書の形で広く一般言語理論やタイポロジ

ー研究に寄与し、また The World Atlas of Language Structures などに貴重な一次資料を提

供した。また、ニューカレドニアとメラネシアの言語に関して日本、オーストラリアやフラ

ンスの研究者との共同研究も進め、ワークショップやセミナーも行った。 

 

研究成果の概要（英文）： In this research project, we have investigated endangered 

indigenous languages in and around New Caledonia, with the purpose of describing their 

grammars and compiling dictionaries. Specifically, Tinrin and Neku, the two most 

endangered Oceanic languages have been investigated through fieldworks carried out every 

year. The outcome of the research done in this project has appeared in conference papers 

(International Conference on Oceanic Linguistics 2007 and 2010, etc.), journal articles, 

and chapters of books (the main publications listed in 5), in addition to ongoing grammar 

and dictionaries. A Neku folk tale was also published as a children’s book. This research 

has made a significant contribution to Oceanic linguistics in providing several new 

linguistic discoveries and filling gaps in comparative linguistics, in addition to 

shedding light on, and describing the least- investigated languages of New Caledonia.  
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１．研究開始当初の背景 

本研究課題の対象とする言語はメラネシ

ア地域のニューカレドニア及び周辺にある

がこの地域は狭い面積に多くの言語が密集

し言語学的にも非常に多様性に富んでいる。

さらにニューカレドニア本島中单部の先住

民語、ネク語、ティンリン語はそれぞれ200

人前後の話者しか持たず深刻な消滅の危機

に瀕している。先行研究は研究代表者による

『Tinrin Grammar』（1995）以外はほとんど

存在せず、特にネク語に関しては包括的な文

法も辞書も書かれていない状態であった。 

研究代表者はネク語の話される地域でフ

ィールド調査を数年来行い、研究開始時には

住民の協力支援体制、友好関係を確立してい

た。また、オーストラリアやフランスのオセ

アニア研究者等との研究協力関係も築かれ

ていた。課題とする文法記述、辞書の編纂は

膨大なデータの収集・調査と整理、分析、執

筆作業を要するが、言語が完全に衰退してし

まう前に記録に留めねばならない緊急性が

ある。 

２．研究の目的 

ニューカレドニアには 28 の先住民語が存

在するが大半がまだ十分な文法記述、辞書

などの記録を持たず、現代社会の変容の中

で、共通語のフランス語に圧され、消滅の

危機に瀕している。１.で述べたように研究

代表者は特に緊急に記録を残す必要のある

２言語、ネク語とティンリン語、更には周

辺地域の先住民族の言語の調査と記述を行

い、文法、音韻記述、辞書の編纂を完成し

たいと考えている。 

少数民族語の調査は多彩な言語現象や認

知体系の解明により言語理論研究に大きな

意義を持つだけでなく、言語の進化、先史人

類の移動、異言語間の接触、発達過程を明ら

かにする上からも非常に重要である。また、

言語がその民族の生活、伝統、文化の集大成

かつ遺産であり、独特な世界観を映し出して

いるものであるという点からも、緊急に遂行

されることが望ましい。 

３．研究の方法 

本研究はニューカレドニア本島での現地調
査を中心にこれまで記録のほとんど存在し
ない言語を調査し、周辺言語の情報収集も含
め、データベースを作成する。そしてそのデ
ータに基づき、文法記述と辞書の編纂を行う。 

(1) ニューカレドニア及び周辺地域の言語

情報の収集 

① 研究代表者は毎年8月～9月にニューカ
レドニアの先住民部落（ワウェ）とヌメアで
現地調査を行い、ネク語話者から聞き取り調
査、ナレーション、談話、口承物語の録音、
部落の伝統行事や生活の写真、ビデオ撮影な
どを行った。録音は MD レコーダーおよびエ
ディロールを使用、できる限り現地で話者の
協力のもと、文字おこしを行った。 
② チバウ・カナク文化センター、ニューカ
レドニア大学、シドニー大学、オーストラリ
ア国立大学、オークランド大学でメラネシア
言語の調査を行った。また、フランス CNRS

やオーストラリアの研究者と協力関係を築
き、ワークショップ、セミナーなどで意見交
換、情報収集を行った。 

③ 研究協力者は近隣の言語（オロエ語）、

周辺島嶼の言語（コーヴェ語、パプア諸語）

の実態や社会言語情況、言語シフトのメカニ

ズムを調査した。 

(2) 収集したデータの整理、コンピュータ

ー入力、テキスト化、辞書項目の作成、ウエ

ブ化、資料の提供 

① 収集した音声資料は文字化しコンピュ

ーターに入力、また映像資料やノートも整理

し辞書項目やテキストを作る作業を行った。

データの量や複雑さのために作業には多く

の時間と専門的知識を要し、アルバイト助手

を用いて出来るところは限られたものとな

った。 

② 資料は音声分析、形態素分析、意味分析、

テキストの揃ったセットとしてＰＲＡＡＴ

などを用いて書き直し、ウエブ化やアーカイ

ブに提供する資料としての準備を行った。 

 



(3) 文法記述、辞書編纂 

① ネク語のデータは文法分析を行い、カ
テゴリー毎の記述を進めた。同時に仏語、
英語との３言語辞書の項目の執筆を続け
た。 

② ティンリン語の辞書項目は大半を書
き終えていたが、新たに動植物の語彙や未
入力だった語彙を追加入力した。 

③ フランス語訳は海外共同研究者が行

い、部分的にアルバイト助手を用いた。 
 

４．研究成果 

ニューカレドニアの先住民語は近年チバ

ウ文化センターを中心として主に辞書の編

纂が進行しているが対象言語は比較的話者

数の多い言語であり、また文法研究は非常に

少ない。本研究により、ティンリン語、ネク

語の文法構造、語彙、意味、認知体系が明ら

かになり、これまで研究がほとんど無く未知

の部分が多く残るニューカレドニアやメラ

ネシア地域の言語の一端に光をあてること

ができた。 

本研究の主な成果は、(1)実際の現地調査

によって得られた音声資料を基としたデー

タベースの構築、(2）地域および国際的なネ

ットワークの構築や話者コミュニティーへ

の影響、(3) 文法記述、辞書編纂の過程での

研究発表その他である。 

(1)データベースの構築 

① 2007 年～2010 年の現地調査（合計約 12

週間）により、ネク語、ティンリン語による

ナレーション（主にルイ・ウインベ、ギュス

ターヴ・カウパによる）、日常会話（主にジ

ゼル・ウインベとウジェニー・ウインベ、マ

リーポール・ウインベによる）の録音、語彙

や文法項目のチェック、テキストの文字化、

民話の採話を行った。収集された音声の一次

資料、形態素分析、意味付きテキストはデー

タベースとして構築されつつある。完成した

データベースは文法記述や辞書作成に使用

されるだけでなく、ロンドン大学やハワイ大

学の危機言語ドキュメンテーションプログ

ラムが中心に行っているアーカイブに保存

しておくことができる。これらの資料はさら

に一般言語理論、比較言語学、タイポロジー

研究、考古学、文化人類学研究などに寄与す

るものである（研究代表者の著書、Tinrin 
Grammar はマックス・プランク発達人類学研

究所による The World Atlas of Language 
Structures その他の多くの文献に多数引用

されている）。 

② ニューカレドニア、オセアニア地域の文

献、特に言語関係の資料をニューカレドニア

やオーストラリアで収集した。社会言語調査

も行い、多くの現地語が現在、社会の変容の

中で急速に衰退し、次世代に継承されていっ

ていない状況が明らかになった。 

(2）地域および国際的なネットワークの構築、

話者コミュニティーの言語意識の向上 

本研究・調査を通じて、ニューカレドニア

のワウェ部落やヌメアの人々と交流し信頼

関係を得ることができた。危機言語が若い世

代に継承されなくなってきている現状を止

めることは容易ではないが、少なくとも現地

語母語話者が今の言語状況を理解し、孫の世

代に積極的に現地語で話しかける様子が見

られた。言語使用と言語意識、アイデンティ

ティーの問題については、学会や著書でも発

表した。 

2011 年に完成予定のネク語の絵本は世代

間のコミュニケーションを促進し、子供のネ

ク語への興味を高める効果が期待される。こ

のことは、後に続く研究者（博士課程の学生

など）への研究環境が整うことにもつながる。 

また、ニューカレドニア、フランス、オー

ストラリア、アメリカ、ニュージーランド等

のオセアニア学研究機関や研究者と協力関

係を築いた。チバウ・カナク文化センターが

近年行っている先住民語の調査に助言を求

められたり教育現場の視察も行った。オース

トラリア国立大学太平洋・アジア研究所では

2009 年、2010 年にニューカレドニア言語に

ついてセミナーを行い、また、メラネシア研

究者と研究協力を行った。2007 年と 2010 年

の国際オセアニア学会で研究発表を行った

際は、フランスおよびニュージーランド、オ

ーストラリアの研究者と意見交換をした。 

(3) 文法記述、辞書編纂 

研究代表者はティンリン語、ネク語の辞書編

纂、ネク語の文法記述に向け、執筆作業と、

論文その他による発表を行った。学会その他

では大変ポジティブな反応を得た。特に、ネ

ク語はまだ世界で発表された研究が（代表者

の論文を除いて）無く、他のオセアニア研究

者の興味を惹いた。具体的には、 

① ティンリン語・英語・仏語の辞書の編纂

に向け、あらたに語彙、表現を追加し、フラ

ンス語訳をほぼ完成した（海外共同研究者ブ

ケーによる）。 

② ネク語・英語・仏語の辞書の編纂のため



現地調査で語彙、例文等を収集、データベー

スを構築した。 

③ ティンリン語の節構造その他について

分析を行い、研究発表を行った。また、ティ

ンリン語の概略について本の項目を執筆し

た。 

④ ネク語の現地調査で得た資料を文字化

した後、文法項目ごとに分析を行った。ネク

語の文法のいくつかの現象、特徴については

学会発表や論文発表を行った。 

⑤ ネクで採話した民話の絵本を出版し、さ

らにネク語、フランス語版の準備のため、ネ

ク語を再度調査し、ジゼル・ウインベによる

朗読の録音を行った。この民話と類似した民

話をオロウェ語、ハワイ語、タヒチ語、ホワ

イトサンド語（ヴァヌアツ）等の言語でも見

つけることができた（研究協力者による）。 
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